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(57)【要約】
広告文書の品質を管理する方法およびシステムを開示す
る。文書品質管理方法は、ウェブ上に存在する少なくと
も１つの文書に対して所定（ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅ
ｄ）期間の間に発生したクリック数である実クリック数
を確認するステップと、前記文書に対して前記所定期間
に発生するものと予想されたクリック数である期待クリ
ック数を確認するステップと、前記期待クリック数およ
び前記実クリック数に基づいて前記文書の品質を数値化
した品質管理指数を決定するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブ上に存在する少なくとも１つの文書に対して所定期間に発生したクリック数であ
る実クリック数を確認するステップと、
　前記文書に対して前記所定期間に発生するものと予想されたクリック数である期待クリ
ック数を確認するステップと、
　前記期待クリック数および前記実クリック数に基づいて前記文書の品質を数値化した品
質管理指数を決定するステップと、
　を含むことを特徴とする文書品質管理方法。
【請求項２】
　前記期待クリック数は、検索結果ページに含まれた複数のフィールドのうち少なくとも
１つのフィールドを介した前記文書の提供時に発生したフィールド別のクリック数、およ
び前記複数のフィールドそれぞれに対する所定の加重値のうち少なくとも１つのフィール
ドの加重値に基づいて算出される、請求項１に記載の文書品質管理方法。
【請求項３】
　前記品質管理指数を決定するステップは、前記期待クリック数と前記実クリック数との
間の比率に基づいて前記品質管理指数を算出するステップを含むことを特徴とする請求項
１に記載の文書品質管理方法。
【請求項４】
　前記文書は前記文書へのリンクに対するクリックイベントの発生によってユーザに提供
され、
　前記リンクは、前記ユーザから入力されたキーワードに基づいた検索結果ページに表示
されるよう設定されることを特徴とする請求項１に記載の文書品質管理方法。
【請求項５】
　前記文書は、広告主によって入力された単位時間当りの入札価格に基づいて該当の広告
領域を介した露出の有無が決定される広告文書を含み、
　前記単位時間当り入札価格は、少なくとも１つの単位時間の間に前記広告領域に対応す
る複数のフィールドのうち該当のフィールドを介して前記広告文書を露出するための前記
広告主の予想費用を含むことを特徴とする請求項１に記載の文書品質管理方法。
【請求項６】
　前記品質管理指数に基づいて前記文書を複数のグループのうち１つのグループに分類す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の文書品質管理方法。
【請求項７】
　前記文書は、複数のグループ別の管理戦略のうち前記文書が分類されたグループに対応
するグループ別の管理戦略に応じて管理され、
　前記複数のグループ別の管理戦略のうち少なくとも１つのグループ別の管理戦略は、前
記文書の露出を制限する管理戦略を含むことを特徴とする請求項６に記載の文書品質管理
方法。
【請求項８】
　前記文書は広告文書を含み、
　前記広告文書に該当するグループおよび前記複数のグループ別に決定された相対的指数
値を前記広告文書の登録される広告主ページを介して露出するステップをさらに含むこと
を特徴とする請求項６に記載の文書品質管理方法。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の方法を行うプログラムを記録したことを特徴
とするコンピュータで読み出し可能な記録媒体。
【請求項１０】
　ウェブ上に存在する少なくとも１つの文書に対して所定期間に発生したクリック数であ
る実クリック数を確認する実クリック数確認部と、
　前記文書に対して前記所定期間に発生するものと予想されたクリック数である期待クリ
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ック数を確認する期待クリック数確認部と、
　前記期待クリック数および前記実クリック数に基づいて前記文書の品質を数値化した品
質管理指数を決定する品質管理指数決定部と、
　を備えることを特徴とする文書品質管理システム。
【請求項１１】
　前記期待クリック数は、検索結果ページに含まれた複数のフィールドのうち少なくとも
１つのフィールドを介した前記文書の提供時に発生したフィールド別のクリック数、およ
び前記複数のフィールドそれぞれに対する所定の加重値のうち少なくとも１つのフィール
ドの加重値に基づいて算出されることを特徴とする請求項１０に記載の文書品質管理シス
テム。
【請求項１２】
　前記品質管理指数決定部は、前記期待クリック数と前記実クリック数との間の比率に基
づいて前記品質管理指数を算出することを特徴とする請求項１０に記載の文書品質管理シ
ステム。
【請求項１３】
　前記文書は、前記文書へのリンクに対するクリックイベントの発生によってユーザに提
供され、
　前記リンクは、前記ユーザから入力されたキーワードに基づいた検索結果ページに表示
されるよう設定されることを特徴とする請求項１０に記載の文書品質管理システム。
【請求項１４】
　前記文書は、広告主によって入力された単位時間当りの入札価格に基づいて該当の広告
領域を介した露出の有無が決定される広告文書を含み、
　前記単位時間当り入札価格は、少なくとも１つの単位時間の間に前記広告領域に対応す
る複数のフィールドのうち該当のフィールドを介して前記広告文書を露出するための前記
広告主の予想費用を含むことを特徴とする請求項１０に記載の文書品質管理システム。
【請求項１５】
　前記品質管理指数に基づいて前記文書を複数のグループのうち１つのグループに分類す
るグループ分類部をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の文書品質管理シス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告文書の品質を管理する方法およびシステムに関し、より詳しくは、ウェ
ブ上で提供される文書の品質を管理する方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウェブページのようにネットワークを介して提供される文書は様々な方法によってユー
ザに提供される。一例として、ユーザは、文書に対応するドメインによって、所望する文
書にアクセスしたり、またはポータルサイト（ｐｏｒｔａｌ　ｓｉｔｅ）の検索機能およ
び文書へのリンクなどを用いて所望する文書にアクセスすることができる。ここで、ポー
タルサイトとは、ワールドワイドウェブ上（ｗｏｒｌｄ　ｗｉｄｅ　ｗｅｂ、以下「ウェ
ブ」という。）に、ユーザがインターネット上の文書に接続するとき経由するよう作られ
たサイトを指す。
【０００３】
　このようなポータルサイトの運用者は、より品質の高い文書をポータルサイトを介して
提供することによってユーザの満足度を高めることができる。しかし、ウェブ上の文書の
数は極めて多いため全ての文書を逐次確認することは不可能である。本明細書では、広告
文書のようにウェブを介して提供される文書の品質を効果的に管理する文書品質管理方法
およびシステムが提案される。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、期待クリック数および実クリック数に基づいて文書の品質を数値化した品質
管理指数を決定し、前記品質管理指数に応じて文書の品質を管理する文書品質管理方法お
よびシステムを提供する。
【０００５】
　本発明は、前記品質管理指数に応じて前記文書のグループを分類し、分類されたグルー
プに対応するグループ別の管理戦略に応じて文書の品質を管理する文書品質管理方法およ
びシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る文書品質管理方法は、ウェブ上に存在する少なくとも１つの
文書に対して所定期間に発生したクリック数である実クリック数を確認するステップと、
前記文書に対して前記所定期間に発生するものと予想されたクリック数である期待クリッ
ク数を確認するステップと、前記期待クリック数および前記実クリック数に基づいて前記
文書の品質を数値化した品質管理指数を決定するステップとを含むことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の一側面によると、前記期待クリック数は、検索結果ページに含まれた複数のフ
ィールドのうち少なくとも１つのフィールドを介した前記文書の提供時に発生したフィー
ルド別のクリック数、および前記複数のフィールドそれぞれに対する所定のフィールドの
加重値のうち少なくとも１つのフィールドの加重値に基づいて算出されてもよい。
【０００８】
　本発明の一側面によると、前記品質管理指数を決定するステップは、前記期待クリック
数と前記実クリック数との間の比率に基づいて前記品質管理指数を算出するステップを含
んでもよい。
【０００９】
　本発明の一側面によると、前記文書は前記文書へのリンクに対するクリックイベントの
発生によってユーザに提供されてもよく、前記リンクは、前記ユーザから入力されたキー
ワードに基づいた検索結果ページに表示されるよう設定されてもよい。
【００１０】
　本発明の一側面によると、前記文書は、広告主によって入力された単位時間当りの入札
価格に基づいて該当の広告領域を介した露出の有無が決定される広告文書を含んでもよく
、前記単位時間当り入札価格は、少なくとも１つの単位時間の間に前記広告領域に対応す
る複数のフィールドのうち該当のフィールドを介して前記広告文書を露出するための前記
広告主の予想費用を含んでもよい。
【００１１】
　本発明の一側面によると、前記文書品質管理方法は、前記品質管理指数に基づいて前記
文書を複数のグループのうち１つのグループに分類するステップをさらに含んでもよい。
【００１２】
　本発明の一実施形態に係る文書品質管理システムは、ウェブ上に存在する少なくとも１
つの文書に対して所定期間に発生したクリック数である実クリック数を確認する実クリッ
ク数確認部と、前記文書に対して前記所定期間に発生するものと予想されたクリック数で
ある期待クリック数を確認する期待クリック数確認部と、前記期待クリック数および前記
実クリック数に基づいて前記文書の品質を数値化した品質管理指数を決定する品質管理指
数決定部とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によると、期待クリック数および実クリック数に基づいて文書の品質を数値化し
た品質管理指数を決定し、前記品質管理指数に応じて文書の品質を管理することで、品質
の低い文書を選定および管理して文書の品質を一定に維持することができ、ユーザの検索
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満足度を高めることができる。
【００１４】
　本発明によると、前記品質管理指数に応じて前記文書のグループを分類し、分類された
グループに対応するグループ別の管理戦略に応じて文書の品質を管理することで、品質の
低い文書を選定および管理して文書の品質を一定に維持することができ、ユーザの検索満
足度を高めることができる。
【００１５】
　本発明によると、広告文書に対しても前記品質管理指数または前記グループ別の管理戦
略に応じて品質の低い広告文書を選定および管理して広告文書の品質を一定に維持するこ
とができ、ユーザの検索満足度を高めることができる。
【００１６】
　本発明によると、広告のクリックに応じて広告費を算定するのではなく、広告領域別に
単位時間当り入札価格に基づいて単位時間別に広告費を算定することで、同じユーザ／集
団による悪意的なクリックに対する問題を根本的に解決することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ユーザから入力されたキーワードに対応する検索結果ページの画面の一部を示す
一例である。
【図２】本発明の一実施形態において、文書品質管理方法を示すフローチャートである。
【図３】文書、品質管理指数、およびグループに関する情報を含むテーブルの一例である
。
【図４】単位時間当り入札価格を説明するための一例である。
【図５】本発明の一実施形態において、文書品質管理システムの内部構成を説明するため
のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付する図面を参照しながら本発明に係る様々な実施形態を詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、ユーザから入力されたキーワードに対応する検索結果ページの画面の一部を示
す一例である。検索結果ページ１１０は、ユーザから入力された第１検索語に対する検索
結果として、２つの領域１１１、１１２を含む１０個のフィールドに１０個の文書へのリ
ンクが設定されている。ここで、一例として、前記ユーザによって第２文書へのリンク１
１３に対するクリックイベントが発生する場合、前記ユーザには第２文書１２０が提供さ
れてもよい。ここで、本発明の一実施形態に係る文書品質管理システムは、各文書に対し
て発生するクリックイベントに対して前記文書別に測定されたクリック数に基づいて文書
の品質を数値化した品質管理指数を決定してもよく、前記品質管理指数は、一例として、
前記検索結果として提供される文書の品質を持続的に維持してユーザの検索満足度を高め
るために用いてもよい。ここで、前記クリックイベントは、単に文書へのリンクに対する
マウスクリックイベントのみを意味するのではなく、前記文書へのリンクを選択するため
の全てのユーザイベントを含んでもよい。
【００２０】
　図２は、本発明の一実施形態に係る文書品質管理方法を示すフローチャートである。本
実施形態に係る文書品質管理方法は、図１を参照して説明した文書品質管理システムによ
って行われてもよい。図２では、前記文書品質管理システムによって各ステップが行われ
る過程を説明することで、前記文書品質管理方法を説明する。
【００２１】
　ステップＳ２０１において、前記文書品質管理システムは、ウェブ上に存在する少なく
とも１つの文書に対して所定期間、すなわち予め選定された期間の間に発生したクリック
数である実クリック数を確認する。ここで、前記クリック数とは、前記文書へのリンクが
設定されたウェブページ上で前記リンクがユーザイベントによって選択された回数を意味
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する。例えば、前記実クリック数は最近ｎ日の間に前記文書へのリンクが選択された回数
として測定されてもよく、前記文書品質管理システムは前記測定された回数として前記実
クリック数を確認してもよい。
【００２２】
　ステップＳ２０２において、前記文書品質管理システムは、前記文書に対して前記所定
期間に発生するものと予想されたクリック数である期待クリック数を確認する。ここで、
前記期待クリック数は、検索結果ページに含まれた複数のフィールドのうち少なくとも１
つのフィールドを介して前記文書が提供されたとき発生したフィールド別のクリック数、
および前記複数のフィールドそれぞれに対して予め選定された所定の加重値のうち少なく
とも１つのフィールドの加重値に基づいて算出されてもよい。ここで、前記複数のフィー
ルドには、図１を参照して説明したように、文書に対するリンクが設定されてもよく、前
記期待クリック数は前記リンクがユーザイベントによって選択された回数をフィールド別
に測定したフィールド別のクリック数、および該当のフィールドに対するフィールドの加
重値によって算出されてもよい。例えば、前記文書が１つのフィールドにおいて、実際に
は７月１３日から７月２２日までの１０日間露出され、前記所定期間が８月１０日から８
月１９日までの１０日間である場合、前記所定期間に対する期待クリック数は、前記文書
が７月１３日から７月２２日までの１０日間露出したときのクリック数および前記１つの
フィールドに対するフィールドの加重値に基づいて算出してもよい。もし、前記文書が前
記複数のフィールドのうち２つのフィールド以上で露出されたことがある場合には、各フ
ィールド別に測定されたフィールド別のクリック数および該当フィールドの加重値によっ
て前記期待クリック数を算出してもよい。前記フィールドの加重値は、予め設定された戦
略に応じて前記品質管理システムまたは前記品質管理システムの運用者によって決定され
てもよく、乗算演算、たし算などの演算によって該当するフィールド別のクリック数に付
加されてもよい。前述した期待クリック数および実クリック数は、前記文書品質管理シス
テムで算出されたり測定されたりしてもよく、前記文書品質管理システムと関連する他の
システムで算出または測定された値を用いてもよい。
【００２３】
　ステップＳ２０３において、前記文書品質管理システムは、前記期待クリック数および
前記実クリック数に基づいて前記文書の品質を数値化した品質管理指数を決定する。ここ
で、前記文書品質管理システムは、前記期待クリック数と前記実クリック数との間の比率
に基づいて前記品質管理指数を算出してもよい。例えば、前記文書に対して実際に発生し
たクリック数が期待されたクリック数に達しない場合には文書の品質が相対的に低いと判
断してもよく、実際に発生したクリック数が期待されたクリック数以上である場合には前
記文書の品質が相対的に高いか、または基準以上の品質を維持していると判断してもよい
。なお、前記文書品質管理システムは、予め設定した定数や関数によって前記比率を調整
して前記品質管理指数を決定してもよい。
【００２４】
　また、このように算出された品質管理指数は、前記文書の管理のために用いられてもよ
い。例えば、検索結果として提供される文書において、より品質の高い文書が検索結果ペ
ージの上段に露出されるようにしたり、一定の品質以上の文書のみが検索結果として提供
されるようにしたりすることで、文書を生成する生成者がより高い品質の文書を生成する
よう誘導することができ、ユーザの検索満足度を高めることができる。これは広告のため
の広告文書に対しても同一に作用してもよい。すなわち、より高い品質の広告文書によっ
てユーザのアクセスを誘導することができ、長期的な視点においては、広告媒体が提案す
る広告商品の品質を一定のレベル以上に維持することで、広告主は広告の効果を高めるこ
とができ、媒体は広告収益を向上させることができる。また、この場合、前記文書は、広
告主によって入力された単位時間当り入札価格に基づいて該当の広告領域を介した露出の
有無が決定される広告文書を含んでもよく、前記単位時間当り入札価格は、少なくとも１
つの単位時間の間に前記広告領域に対応する複数のフィールドのうち該当のフィールドを
介して前記広告文書を露出するための前記広告主の予想費用を含んでもよい。
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【００２５】
　ステップＳ２０４において、前記文書品質管理システムは、前記品質管理指数に基づい
て前記文書を複数のグループのうち１つのグループに分類する。ここで、前記文書は複数
のグループ別の管理戦略のうち前記文書が分類されたグループに対応するグループ別の管
理戦略に基づき管理されてもよく、前記複数のグループ別の管理戦略のうち少なくとも１
つのグループ別の管理戦略は前記文書の露出を制限する管理戦略を含んでもよい。例えば
、全体文書を前記文書品質指数によって１０個のグループに分類し、前記グループ別に互
いに異なる管理戦略を適用してもよい。ここで、少なくとも１つのグループは前記文書の
露出が制限されてもよい。ステップＳ２０４は、本実施形態によって決定された品質管理
指数を用いるための一例として提供されたものであって、必要に応じて省略可能である。
【００２６】
　また、前記文書品質管理システムは、前記文書が広告文書を含む場合、前記広告文書に
該当するグループおよび前記複数のグループ別に決定された相対的指数値を前記広告文書
を登録している広告主のページを介して露出するステップ（図示せず）をさらに行なって
もよい。これは、前記広告主に自身の広告文書に対する相対的な品質情報を提供するため
である。
【００２７】
　図３は、文書、品質管理指数、およびグループに関する情報を含むテーブルの一例であ
る。第１テーブル３１０は、１０個の文書に対する品質管理指数、および前記品質管理指
数に応じて分類されたグループに関する情報を含んでいる。ここで、品質管理指数は１か
ら１２の間の整数値に数値化され、前記文書が前記品質管理指数の同じ間隔で４個のグル
ープに分類された一例を示す。第２テーブル３２０は、グループ別に各グループに含まれ
た文書および前記文書に対するグループ別の管理戦略に関する情報を含んでいる。すなわ
ち、図３は、品質管理指数が相対的に非常に低くて第１グループに分類された文書（第３
文書、第５文書および第１０文書）に対しては該当文書の露出を制限する一例を示してい
る。
【００２８】
　本実施形態に係る文書品質管理方法によって、先ず少なくとも１つの文書に対する品質
を数値化した前記品質管理指数が決定されると、前記品質管理指数に応じて前記文書に対
する明確な品質管理が可能になる。例えば、前記品質管理指数は、前記品質管理指数が所
定範囲に含まれる広告文書に対しては広告品質の低下の原因分析および広告主を対象にす
る品質改善コンサルティングを実施したり、前記広告主に前記広告文書および広告文句の
改善を要求したりすることのできる客観的な指標として用いられてもよい。
【００２９】
　図４は、単位時間当り入札価格を説明するための一例である。単位時間当り入札価格は
、クリック数に応じた入札価格ではなく、単位時間に応じた入札価格を意味する。図４の
一例は、キーワードＸ４０１に対して第１広告主４０２、第２広告主４０３、および第３
広告主４０４が各単位時間に対して入力した単位時間当り入札価格を示す。ここで、一例
として、第１広告主４０２は、第１単位時間および第２単位時間に対して４００ウォン、
第３単位時間に対して３００ウォン、そして第４単位時間４０５に対して４００ウォンの
単位時間当り入札価格をそれぞれ提示したことが分かる。単純に、単位時間当り入札価格
だけで該当の単位時間における広告の販売が行われると仮定したとき、キーワードＸ４０
１に対して第４単位時間４０５の間は第４単位時間４０５に対して最も高い単位時間当り
入札価格４０６である５００ウォンを提示した第３広告主４０４の広告が露出される。
【００３０】
　本明細書において、「単位時間」とは、ある時刻からある時刻までの間を意味する。こ
のような前記「単位時間」は、年、月、日、時、分、秒のうち必要な情報を全て用いても
よいが、本明細書では説明の便宜上、時または分の情報のみを用いて説明する。また、任
意のキーワードや文書が露出される広告領域における「ある時刻」は、広告を提供するシ
ステム、前記システムの運用者または広告主によって必要に応じて決定されてもよい。こ
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こで、前記システムは、本発明の実施形態に係る文書品質管理システムを含むか、または
前記文書品質管理システムと連動されてもよい。ここで、一例として、前記システムは、
１つの広告領域に対して一日を３０分ごと、合計４８個の単位時間に分類して、前記４８
個の単位時間それぞれにおける効用価値を決定してもよい。ここで、効用価値とは、該当
の単位時間における該当の広告領域の効用についての情報を表し得る尺度であって、一例
として、該当の広告領域を該当の単位時間の間に用いるための最低費用が前記効用価値と
して用いられてもよい。また、広告主は、前記４８個の単位時間のうち所望する単位時間
（例えば、１２時３０分から１３時の間の時間、および１５時から１５時３０分の間の単
位時間）の間、前記該当の広告領域を介して自身の広告が露出されるよう、前記該当の広
告領域を購入してもよい。このように、前記広告領域の購買価格の単位時間および前記単
位時間による効用価値に基づいて広告領域の販売が行われることによって、広告主は合理
的な価格にしたがって効率的に広告効果を獲得することができる。また、広告費が広告文
書に対するクリック数に応じて算定されるのではなく、キーワードおよび広告領域による
単位時間当り入札価格に基づいて単位時間別に算定されるため、同じユーザ／集団による
悪意的なクリックに対する問題を根本的に解決できる。
【００３１】
　一方、前記効用価値は、広告主が入札する入札対象キーワードに応じて決定してもよい
。例えば、入札対象キーワードの検索回数および入札対象キーワードを用いた広告のクリ
ック数に関連したデータを用いて入札対象キーワードの単位時間（広告の露出する期間）
に対する効用価値を決定してもよい。この場合、前記単位時間における１つの広告文書に
対する広告費用と広告露出の順位は固定的に維持してもよい。また、入札対象キーワード
の広告履歴情報に基づいて前記入札対象キーワードの単位時間に対する効用価値が算出さ
れてもよい。ここで、広告履歴情報は、クリック数、クリック単価、照会数、露出数、商
品購買数のように入札対象キーワードに対して測定可能な全ての情報のうち少なくとも１
つの情報を含んでもよい。例えば、広告履歴情報として入札対象キーワードの平均クリッ
ク単価および広告を露出する単位時間に対応する平均クリック数を用いてもよい。
【００３２】
　また、入札対象キーワードの最低入札価格も前記効用価値に基づいて決定されてもよい
。一例として、単位時間「７日」の間に広告を露出するためのキーワード入札を行う場合
、入札対象キーワードの最低入札価格は「平均クリック単価×７日平均期待クリック数」
のように決定してもよい。
【００３３】
　広告文書の広告入札において、各広告領域別の効用価値を決定して、当該各広告領域別
に広告主が入札するようにし、入札対象キーワードに対する効用価値を決定して、当該入
札対象キーワードに対して広告主がキーワード入札を行うようにし、入札額を高く提示し
た順に広告主の順位を決定して広告を提供してもよい。例えば、５個の広告領域において
、前記入札額が１位から５位までの広告主の広告がそれぞれ提供されてもよい。ここで、
入札額を高く提示した順に広告主の順位を決定するが、広告主が支払う実支払い費用は次
順位広告主の入札額に基づいて決定されてもよい。この場合、広告主が支払う実支払い費
用を次順位広告主の入札額と同一に決定してもよいが、これとは異なって、次順位広告主
の入札額に最小の入札調整単位を合算した価格を実支払い費用として決定してもよい。例
えば、「実支払い費用＝次順位広告主の入札額＋最小の入札調整単位額」のように決定し
てもよい。
【００３４】
　最小の入札調整単位額は上述する広告を提供するシステムを運用する運用者によって自
由に設定される値であって、広告主の実支払い費用を次順位広告主の入札額よりも若干高
い価格に調整するためのファクタ（ｆａｃｔｏｒ）である。一例として、最小の入札調整
単位額は、広告主の入札額単位に基づいて決定されてもよい。例えば、最小の入札調整単
位額を広告主の入札額単位の１／１００に決定する場合、広告主の入札額が１０万ウォン
単位であれば、最小の入札調整単位額は１０００ウォンであり、広告主の入札額が１万ウ
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ォン単位であれば、最小の入札調整単位額は１００ウォンになる。次の表１を参考すると
理解できるであろう。
【表１】

【００３５】
　ここで、広告主のキーワード入札方式の一例を詳述する。以下における日付、曜日、時
間についての記載は全て例示であって、この他にも様々な日付、曜日、時間、またはその
変形例が用いられることは当然である。
【００３６】
　１．定期入札
　毎週水曜日の１５時に定期入札が締め切られ、落札結果に応じてその翌日である木曜日
の０時から７日間、広告が露出される。落札結果は、Ｅメール、携帯電話のメッセージな
どにより広告主に通知されてもよく、水曜日の１５時に入札が締め切られた後、次の定期
入札が直ちに開始されるため、落札に失敗した場合でも広告主は直ちに次の定期入札に参
加できる。
【００３７】
　２．不定期入札
　流札または掲載が取り消されたキーワードに対して、毎日残余掲載日数（７－ＤＡＹ）
に対する不定期入札（追加入札）を進めてもよい。短期間であっても露出の必要があるキ
ーワードがある場合、広告主は、定期入札が締め切られた後にも不定期入札によって広告
を露出してもよい。流札または掲載が取り消されたキーワードの数や種類などに対しては
別の広告管理ページを介して提供し、広告主がこれによって不定期入札に参加できるよう
にしてもよい。
【００３８】
　３．自動入札
　広告管理費用を最小化してキーワード広告の露出を実行しようとする広告主のために、
自動入札の機能により便利な広告運用を可能にすることができる。自動入札を用いる広告
主は、広告グループ別の広告運用が可能であり、入札ＯＮ／ＯＦＦ機能と追加入札参加オ
プションによって、いちいち入札進行の有無を確認しなければならないという煩わしさな
しに自動で定期入札に参加することができる。広告主が追加入札参加オプションを用いる
と、様々な理由により発生し得る不定期入札に自動で参加できるようになる。
【００３９】
　図５は、本発明の一実施形態に係る文書品質管理システムの内部構成を説明するための
ブロック図である。本実施形態に係る文書品質管理システム５００は、図５に示すように
、実クリック数確認部５０１、期待クリック数確認部５０２、および品質管理指数決定部
５０３を備える。また、文書品質管理システム５００は、必要に応じてグループ分類部５
０４をさらに備えてもよい。
【００４０】
　実クリック数確認部５０１は、ウェブ上に存在する少なくとも１つの文書に対して所定
期間の間に発生したクリック数である実クリック数を確認する。ここで、前記クリック数
は、前記文書へのリンクが設定されたウェブページ上で前記リンクがユーザイベントによ
って選択された回数を意味する。例えば、前記実クリック数は、最近ｎ日の間に前記文書
へのリンクが選択された回数として測定されてもよく、実クリック数確認部５０１は前記
測定された回数を前記実クリック数として確認してもよい。このような前記実クリック数
の測定は、文書品質管理システム５００で直接行われてもよいが、文書品質管理システム
５００と関連する他のシステムで測定された値を用いてもよい。
【００４１】
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　期待クリック数確認部５０２は、前記文書に対して前記所定期間に発生するものと予想
されたクリック数を期待クリック数として確認する。ここで、前記期待クリック数は、検
索結果ページに含まれた複数のフィールドのうち少なくとも１つのフィールドを介して前
記文書が提供されたときに発生したフィールド別のクリック数、および前記複数のフィー
ルドそれぞれにおける所定のフィールドの加重値のうち少なくとも１つのフィールドの加
重値に基づいて算出されてもよい。ここで、前記複数のフィールドには、図１を参照して
説明したように、文書に対するリンクが設定されてもよく、前記期待クリック数は、前記
リンクがユーザイベントによって選択された回数をフィールド別に測定したフィールド別
のクリック数、および該当のフィールドに対するフィールドの加重値によって算出されて
もよい。
【００４２】
　例えば、前記文書が１つのフィールドにおいて、実際には７月１３日から７月２２日ま
での１０日間露出され、前記予め選定された所定期間が８月１０日から８月１９日までの
１０日間である場合、前記所定期間に対する期待クリック数は、前記文書が７月１３日か
ら７月２２日までの１０日間露出したときのクリック数、および前記１つのフィールドに
対するフィールドの加重値に基づいて算出されてもよい。もし、前記文書が前記複数のフ
ィールドのうち２つのフィールド以上において露出したことがある場合には、各フィール
ド別に測定されたフィールド別のクリック数および該当フィールドにおけるフィールドの
加重値によって前記期待クリック数が算出されてもよい。前記フィールドの加重値は、予
め設定された戦略に応じて品質管理システム５００または品質管理システム５００の運用
者によって決定されてもよく、乗算演算、たし算などの演算によって該当するフィールド
別のクリック数に付加されてもよい。すなわち、期待クリック数確認部５０２は、このよ
うに算出された前記期待クリック数を確認する。このような期待クリック数も文書品質管
理システム５００で算出されてもよいが、文書品質管理システム５００と関連する他のシ
ステムで算出された値を用いてもよい。
【００４３】
　品質管理指数決定部５０３は、前記期待クリック数および前記実クリック数に基づいて
前記文書の品質を数値化した品質管理指数を決定する。ここで、品質管理指数決定部５０
３は、前記期待クリック数と前記実クリック数との間の比率に基づいて前記品質管理指数
を算出してもよい。例えば、前記文書に対して実際に発生したクリック数が期待されたク
リック数に達しない場合には文書の品質が相対的に低いと判断してもよく、実際に発生し
たクリック数が期待されたクリック数以上である場合には前記文書の品質が相対的に高い
か、または基準以上の品質を維持していると判断してもよい。なお、文書品質管理システ
ム５００は、予め設定した定数や関数によって前記比率を調整して前記品質管理指数を決
定してもよい。
【００４４】
　また、このように算出された品質管理指数は、前記文書の管理のために用いられてもよ
い。例えば、検索結果として提供される文書において、より品質の高い文書が検索結果ペ
ージの上段に露出されるようにしたり、一定の品質以上の文書のみが検索結果として提供
されるようにしたりすることで、文書を生成する生成者がより高い品質の文書を生成する
よう誘導することができ、ユーザの検索満足度を高めることができる。これは広告のため
の広告文書に対しても同一に作用してもよい。すなわち、より高い品質の広告文書によっ
てユーザのアクセスを誘導することができ、長期的な視点においては、広告媒体が提案す
る広告商品の品質を一定のレベル以上に維持することで、広告主は広告の効果を高めるこ
とができ、媒体は広告収益を向上させることができる。また、この場合、前記文書は広告
主によって入力された単位時間当り入札価格に基づいて該当の広告領域を介した露出の有
無が決定される広告文書を含んでもよく、前記単位時間当り入札価格は、少なくとも１つ
の単位時間の間に前記広告領域に対応する複数のフィールドのうち該当のフィールドを介
して前記広告文書を露出するための前記広告主の予想費用を含んでもよい。
【００４５】
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　グループ分類部５０４は、前記品質管理指数に基づいて前記文書を複数のグループのう
ち１つのグループに分類する。ここで、前記文書は、複数のグループ別の管理戦略のうち
、前記文書が分類されたグループに対応するグループ別の管理戦略に基づき管理されても
よく、前記複数のグループ別の管理戦略のうち少なくとも１つのグループ別の管理戦略は
、前記文書の露出を制限するグループ別の管理戦略を含んでもよい。例えば、全体文書を
前記文書品質指数に応じて１０個のグループに分類し、前記グループ別に互いに異なる管
理戦略を適用してもよい。ここで、少なくとも１つのグループは前記文書の露出が制限さ
れてもよい。上述したようにグループ分類部５０４は、本実施形態によって決定された品
質管理指数を用いるための一例として提供されたものであって、必要に応じて選択的に文
書品質管理システム５００に含まれてもよい。
【００４６】
　このように、本発明の実施形態に係る文書品質管理方法または文書品質管理システムを
用いると、期待クリック数および実クリック数に基づいて文書の品質を数値化した品質管
理指数を決定し、前記品質管理指数に応じて文書の品質を管理することによって、品質の
低い文書を選定および管理して文書の品質を一定に維持することができ、ユーザの検索満
足度を高めることができる。
【００４７】
　また、前記品質管理指数に応じて前記文書のグループを分類し、分類されたグループに
対応するグループ別の管理戦略に応じて文書の品質を管理することで、品質の低い文書を
選定および管理して文書の品質を一定に維持することができ、ユーザの検索満足度を高め
ることができる。
【００４８】
　さらに、広告文書に対しても前記品質管理指数または前記グループ別の管理戦略に応じ
て品質の低い広告文書を選定および管理して広告文書の品質を一定に維持することができ
、ユーザの検索満足度を高めることができる。
【００４９】
　また、広告のクリックによって広告費を算定するのではなく、広告領域別に単位時間当
り入札価格に基づいて単位時間別に広告費を算定することで、同じユーザ／集団による悪
意的なクリックに対する問題を根本的に解決することができる。
【００５０】
　本発明に係る実施形態は、多様なコンピュータ手段を介して様々な処理を実行すること
ができるプログラム命令の形態で実現され、コンピュータ読取可能な記録媒体に記録され
てもよい。コンピュータ読取可能な媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構
造などの単独または組み合わせたものを含んでもよい。媒体に記録されるプログラム命令
は、本発明の目的のために特別に設計されて構成されたものでもよく、コンピュータソフ
トウェア分野の技術を有する当業者にとって公知のものであり使用可能なものであっても
よい。コンピュータ読取可能な記録媒体の例としては、ハードディスク、フロッピー（登
録商標）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記
録媒体、光ディスクのような光磁気媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどの
ようなプログラム命令を保存して実行するように特別に構成されたハードウェア装置が含
まれてもよい。プログラム命令の例としては、コンパイラによって生成されるような機械
語コード（ｍａｃｈｉｎｅ　ｃｏｄｅ）だけでなく、インタプリタなどを用いてコンピュ
ータによって実行され得る高級言語コード（ｈｉｇｈｅｒ　ｌｅｖｅｌ　ｃｏｄｅ）を含
む。上述したハードウェア装置は、本発明の動作を行うために１つ以上のソフトウェアの
レイヤで動作するように構成されてもよい。
【００５１】
　上述したように本発明を限定された実施形態と図面によって説明したが、本発明は、上
記の実施形態に限定されることなく、本発明が属する分野における通常の知識を有する者
であれば、このような実施形態から多様な修正及び変形が可能である。
【００５２】
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　したがって、本発明の範囲は、開示された実施形態に限定されて定められるものではな
く、特許請求の範囲だけではなく特許請求の範囲と均等なものなどによって定められるも
のである。
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